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県では、広く県民の方々が地球温暖化防止へ取り組むきっかけとして「ストップ温暖化！県民アクション」

を実施しています。

平成１９年度の県内の部門別二酸化炭素排出量においては、平成１８年度比で「業務その他（商業、サー

ビス業）」では約２１％、「家庭部門」では１７％増加となりました。

地球温暖化の流れを食い止めるため、温暖化防止策に関しての理解だけではなく、実践する段階に来てい

ます。

　「ストップ温暖化！県民アクション」は、

家庭において取組を始めるきっかけとして

利用していただけるよう、イラストを多用

して「わかりやすく」、「取り組みやすい」内

容としていますが、社内の社員教育用途に

もご利用いただけます。

　地球温暖化防止には、幅広く、なるべく

多くの方の実践が重要です。一つ一つの取

組は小さくとも、多くの人が取り組むその

積み上げが温暖化対策としての有効な量に

つながります。

　まずは３日間取り組んだ結果を、付属の

はがき、もしくはＱＲコードから携帯サイ

トで報告すると、抽選でエコグッズが当た

ります。

  社内で取り組んだ結果でも、社員の

方が家庭で取り組んだ結果でもお申し

込みいただけますので、是非ご利用を

ご検討下さい。

　ご協力いただける場合は、希望数量

を下記連絡先までご連絡下さい。

連絡先

群馬県庁環境政策課

電話027-226-2817

感想・気がついたことなど

はがきで報告してね。
抽選でエコグッズが

当たるよ。

力あ
わせる

200万！
 ストップ温暖化！ 県民アクション
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　行動の内容 CO₂削減量
（ｇ／日）

１日目 ２日目 ３日目

１ 冷房は28℃、暖房は20℃に調整する 90☆ 90 90 90

２ 主電源をこまめに切って待機電力を節約 65 65 65 65

３ 白熱電球を電球型蛍光ランプに
替えている

94★ 94 94 94

４ 炊飯ジャーの長時間保温をやめる 37 37 37 37

５ マイカーのかわりに、バスや電車、
自転車を使う

180 180 180 180

６ エコドライブ
「ふんわりアクセル ｅ-スタート」

207 207 207 207

７ エコドライブ
「駐車場等ではアイドリングをやめる」

63 63 63 63

８ マイバッグを使い、
包装の少ない品物を選ぶ

62 62 62 62

９ ごみの分別を徹底し、
廃プラスチックをリサイクル

52 52 52 52

10 入浴は家族で続けて入る 86 86 86 86

合計（CO₂削減量） ｇ／日
ｇ ｇ ｇ

【CO₂削減量の数値は、次を参考にした目安です】
印なし	…環境省「１人１日１㎏CO₂削減生活」　2008.7現在
☆	 …環境省「家庭でできる10の取り組み」　2007.4現在
★	 …㈶省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」　2008.7現在

３日間の合計▶

　県全体の取組をホーム
ページで公開していきます。
　また、報告してくれた方の
中から抽選でエコグッズを
プレゼントします。

《報告の方法》下のどちらかで。
●左のはがきで送る（切手不要）。
●下のQRコードを携帯電話に読
み込み、入力
する。

❖ 地球おんだんか防止隊　報告書 ❖

１日目 ２日目 ３日目 ３日間の合計

ｇ ｇ ｇ ｇ
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※抽選結果の発表は、エコグッズの発送をもって代えさせていただきます。
※行動と報告は、何度でもできます。

まずは３日間行動しよう
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群 馬 県 環 境 政 策 課 行

2006年

約2100
［㎏CO₂／人］
１人あたりCO₂排出量

水道から

2.2％

ゴミから

5.2％
軽油から

1.7％

灯油から

10.6％
LPガスから

5.1％
都市ガスから

8.1％

電気から

38.4％

ガソリンから

28.5％

群馬県ホームページ
http://www.pref.gunma.jp

　私たちのくらしから出る二酸化炭素（CO₂）をはじめとする温室効果ガス

の増加により、地球温暖化がすすんでいます。海氷や氷河がとけたり、海面上

昇による浸水、強い台風や集中豪雨、干ばつ、熱波などの異常気象による災

害もふえています。

毎日のくらしにも影響が…
昆虫の生息地が変わることによるこれまで日本になかった感染症の増加
極端な気温の変化などによる人体への影響
農作物の収穫量や品質の変化　など

　ガソリンやガスのように
CO₂を直接出す化石燃料のほ
かに、電気は火力発電所でつ
くられるときにCO₂を出して
います。ごみを処理場で燃や
すとCO₂が出ます。また、水を
運んだり浄化したりあたため
たりするにもエネルギーを必
要とします。
　化石燃料や電気、水を大切
に使い、ごみを出さないこと
でCO₂を減らせます。

□設定温度は冷房28℃、暖房20℃を目安に
夏：カーテン、ブラインド、よしず、すだれ、グリーンカーテン等で
	 遮光しよう。風通しをよくしよう。扇風機も活用しよう。
冬：カーテンや断熱シートで窓からの冷気を防ごう。くつ下やひざかけを活用し暖か
く。こたつは上掛けや敷物を併用し保温力アップ。

　同じ明るさで、消費電力は約
５分の１、寿命は５～６倍。価
格は高めでも、電気代が安くて
すむので結局はおトク。とくに、
リビングなど長時間点灯して
いる場所には、ぜひおすすめ。

□リモコンでなく主電源から消す
□待機時間が長い家電製品はコンセントを抜く　（例：電子レンジ、オーディオ機器など）
□電気炊飯ジャーや電気ポットなどの長時間保温はやめる　必要な時に温めたり、沸かす方が省エネ！

□余計な荷物をおろす
□タイヤの空気圧は適正に
□近くなら徒歩や自転車で…

□ふんわりアクセルe-スタート	 □急な加減速はせずなめらか運転
	 ブレーキを離して５秒間で時速20㎞を目安で燃費が平均１１％程度向上。

□赤信号では早めにアクセルオフ	 □駐車場などではアイドリングストップ

①リデュース《REDUCE》＝出さない
　□買い物はマイバッグを使う	 □なるべく省包装の商品を選ぶ
　□修理できるものはなるべく長く使う
②リユース《REUSE》＝くりかえし使う
　□リターナブル（再利用）びんを活用する	 □フリーマーケットなどを活用する
③リサイクル《RECYCLE》＝再資源化する
　	□ごみは素材ごとに分別する	（プラスチック、紙、ガラス等自治体ルールに沿って分ける）

●水やお湯を大切に使う
□入浴は家族続けて入り、追いだきをしない
□蛇口はこまめにしめる
□風呂の残り湯は洗濯や打ち水などに使う
●買い物もかしこく！
□食材は生産地の近いもの、旬のものを選ぶ
□同じ機能なら、なるべく生産・運搬・使用
時のエネルギーの少ない商品を選ぶ

＊エコグッズを活用しよう＊
コンセントに手が届きにくい場合や、コー
ド数が多い時は、エコタップ（スイッチ付
延長コード）などが便利！

◆環境省「めざせ1人１日１㎏CO₂削減」	 http://www.team-6.jp/try-1kg/
◆財団法人省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」	 http://www.eccj.or.jp/dict/index.html
◆ＪＣＣＣＡ（全国地球温暖化防止活動推進センター）	 http://www.jccca.org/
◆群馬県地球温暖化防止活動推進センター	 http://www15.wind.ne.jp/~ccca-gunma/
　〒371-0016	前橋市城東町２丁目３番８号　TEL.027-237-1103

温 暖 化 防 止 に
ついてのさらに
くわしい情報は…

家庭からの二酸化炭素（CO₂）排出量

出典）温室効果ガスインベントリオフィス
	 「日本の1990～2006年度の温室効果ガス排出量データ」（2008.7.9発表）
	 全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト（http://www.jccca.org/）より

お問い合わせ先

群馬県環境政策課
TEL.027-226-2817

「ストップ温暖化！
県民アクション」に
ついての情報は…

ト ッ プ ペ ー ジ

暮 ら し

自然・環境・廃棄物

地 球 環 境

ストップ温暖化！
県民アクションに
参 加 し よ う
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温暖化による影響

CO₂を減らすには…

冷房や暖房はうまく使おう

待機電力をできるだけ減らそう

３つのＲ（リ○○○）の優先順位

乗る前にチェック！

これもエコ！

エコドライブで燃費アップ！

白熱球を電球型蛍光ランプに替えよう
電気を大切に使おう

車はかしこく乗ろう

ごみを減らそう

H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

［単位ｔ］

産業部門 業務部門家庭部門運輸部門 廃棄物

県内部門別二酸化炭素排出量の推移
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社内の環境意識向上に
 「ストップ温暖化！県民アクション」をご利用下さい！
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冬季の省エネルギー対策

暖 房 時 の 省 エ ネ ポ イ ント

　エネルギー消費が増大する冬季に向けて、省エネルギーが、我慢、節約という消極的なイメージではなく、
これからの新しい省エネルギー型、ライフスタイルであるというイメージを持ち、実践していきましょう。

室内温度の適正化

体感温度アップ

運用面での注意点

1

2

3

　ここ数年、夏はクールビズ、冬はウォームビ

ズに取り組む企業が増えてきています。住居者

の合意が得られる範囲で、暖房設定温度を緩和

することによって、省エネルギーを図ることが

できます。

　空調機の室温設定は政府の推奨値に基づいて

夏季28℃、冬季20℃に緩和する。

　一般に、冷暖房温度をそれぞれ１℃緩和でき

れば、熱源で消費されるエネルギーはそれぞれ10％削減できるといわれています。

　同じ室温（室温20℃）でも着衣状態で体感温度が違います。一工夫することで快適に！

２－１　男性の着衣状態

２－４　加湿の適正化

２－２　女性の着衣状態

２－３　男女の着衣状態の差
（１）下着量の調整で体感温度が0.9℃上がります。

　着衣の工夫以外に、湿度を15％上げれば、室温を１℃

下げても体感温度は変わらないと言われており、加湿器な

どを上手に活用して、湿度をコントロールすることも暖か

さを確保するうえで非常に効果的です。

（２）上着を着ると体感温度が2.3℃上がります。

（１）膝掛けをすると体感温度が2.5℃上がります。

（１）ズボンとスカートでは体感温度が2.9℃違います。
半袖肌着

0.9℃

長袖肌着＋ズボン

スカート、膝掛けなし スカート、膝掛けあり

体感温度　24.2℃ 25.1℃

体感温度　22.1℃ 24.6℃

2.5℃
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外気（東京）：夏30.7℃/60％、冬8.9℃/35％
室内基準値：夏26℃/60％、冬22℃/50％

図２　空調設定室温と熱源負荷の関係（計算値）図１　冬季の室温変更のイメージ

暖房 冷房
24℃→20℃

ピ
ッ

３－１　空調機用フィルターの清掃で効率アップ

３－2　室外機のまわりに物を置かない

３－3　外気量の削減

３－4　空調機の運転時間を調整

　空調機の性能をフルに活用するには、フィルターのお手入れは欠かせません。

掃除機でホコリを吸いとったり、ぬるま湯で洗ってから、しっかり乾かしましょう。

　室外機の設置状況でエネルギー消費量が変わります。室外機は風通しのよい場所に設

置しましょう。

　また、周囲はきちんと整理整頓をしましょう。

　居室の空調管理は、主に温度・湿度・空気清浄度の適正を目的として実施されます。換気は空気清浄度の適正維持に

も必要ですが、冷暖房運転時に過剰換気はエネルギー増大に繋がることもあります。設計(在室者が最大の場合を想定)

数値のまま換気運転をすると、場合によっては３倍程度の過剰外気取り入れになってしまうことが懸念されますので、

実際の居室使用状況(人口密度)にあわせて、設定を確認しましょう。

　空調機の運転開始、終了時間の見直しを行う。機器の運転開始時間を

現状より遅くし、立ち上がり時の室温測定を行い室内温度の状況を確認

します。オフィスビルの平均的運転開始時間は始業前1.5時間位ですが、

休み明けでなければ（前日に稼働していれば）、そこまでの時間を要し

ないと考えられます。また、立ち上がり時間帯では外気導入を停止しま

す。

　終了運転時間を早めに設定する。オフィスビルの場合、暖房時ではパ

ソコンなどの余熱があり、１時間程度早く停止しても室温の低下はごく

わずかです。

項　　目 管理基準

1 浮遊粉じん 0.15mg/ｍ3

2 二酸化炭素 1,000ppm以下

3 一酸化炭素 10ppm以下

4 温度 17℃以上  28℃以下
※冷房時、外気温との差を著しくしない

5 相対湿度 40％以上  70％以下

6 気流 0.5ｍ/秒以下

7 ホルムアルデヒドの量 空気1ｍ3につき0.1mg以下

※１:ビル管理法
（建築物の衛生的環境の確保に関する法律）
による空気環境の「管理基準値」

※ビル規模や用途にもよりますが、取り入
れ外気の冷暖房負荷はビル全体の１／３程
度になると考えられています。

※２:居室(オフィス)の一人あたり床面積
基本設計は、約5㎡/人
設計数値のままですと、過剰外気の取り入れに
なります。今一度、設定を確認しましょう。

日本ファシリティマ
ネジメント推進協会

全体 15.2

日本企業 14.8

外資企業 17.8

日本ビルジング協会データ 13.6

人間負荷
18％

照明負荷
18％

外気負荷
34％

外部負荷
30％

※３:冷暖房負荷例

作成者：環境ＧＳ認定制度運営委員　株式会社 ヤマト　エネルギー管理士　清水 操

引用文献　　財団法人 省エネルギーセンター「省エネチューニングマニュアル」「ビルの省エネルギーガイドブック」
　　　　　　「家庭の省エネ大辞典２００８年度」
　　　　　　省エネルギーセンター　Http:/www.eccj.or.jp/

省エネルギー
ポイント

　居室環境を犠牲にしてまで省エネルギーを図ろうとするものでは
ありません。過剰冷暖房と判断される場合や、ＣＳＲ（企業の社会
的責任）やクールビズ・ウォームビズの導入と併せて実施できる場
合が対象となります。

今回の特集は中小オフィスビルの冬季における省エネルギー対策を暖房における運用改善に
ついて紹介しました。

ON OFF

外気の負荷

見　直　し

7：00 9：00 12：00 14：00 16：00 19：00 21：00

パソコンなどによる余熱
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わが社の一押し

　弊社は環境機器の開発・製造・販売を通じて環境保全に貢献できるよう努力し
ております。より性能の高いフロン回収機を開発し、フロンを効率良く回収する
ことによりオゾン層の保護やＣＯ2削減による地球温暖化防止に役立っています。
また、スプレー缶・ライター処理装置の開発により、作業現場での作業者の健康
被害防止にもつながっています。
　そして、ＩＴ化を強化することにより、顧客情報の一元管理、外部からの文書
等もスキャナーで取り込むことにより、ペーパーレス化を進めています。

現場からひとこと

　私たちの会社は、企業の社会的責任を自覚し、業務を通じて環境保全に貢献で
きるよう、またお客様から信頼される企業をめざして日々努力しています。

わが社の一押し

　当社は物流企業として商品の輸送・保管業務に携わり、燃料費の節約や電力消
耗品の節約に努め、安全運転・安全作業により輸送品質の向上を進めています。
また、地域環境の保全を考えながら、地域社会と地域の方々に優しい環境づくり
を目指しております。

現場からひとこと

　私たちは自動車を使用する企業として、毎日「エコ安全ドライブ5か条」を実行
しております。
1.　ふんわりアクセルスタート　　2.　早めのアクセルオフ
3.　加減速の少ない運転　　　　　4.　車間距離は余裕を持とう
5.　タイヤ空気圧をこまめにチェック
　以上を実行することにより、燃費改善や環境保全だけでなく交通事故の削減に
も役立っており、社員一同意識が高まってきています。

わが社の一押し

　わが社では、各部署よりメンバーを選出し、電気使用量の削減を目標に、空調
温度の適正管理、照明器具の交換等、部署別で箇所を設定し、実施の進捗状況を
毎月ミーティングにおいて確認しております。
　初年度は5％の使用量削減目標に対し6.4％の削減に成功しました。今年度は、
前年実績の0.5％削減を目標とし、知恵を絞りながら現在、取り組んでいます。

現場からひとこと

　私共は旅館業のため、内部管理の改善だけでは限界が見えています。お客様の
ご理解、ご協力を得ながら取り組みを推進する仕掛け、工夫に頭を痛めつつ、や
りがいを感じている次第です。温室効果ガスの持続的な削減のため、出来る努力
をして参りたいと思います。

わが社の一押し

　弊社では、「ＳＴＯＰ・地球温暖化」をテーマにチーム・マイナス６％の参加、
環境保護活動に取り組んでおります。高速道路では、８０㎞規制・停車中はアイ
ドリングＳＴＯＰ・納品時は数社のお客様の製品を混載し、一度に納入するなど、
ＣＯ2削減に努力しております。

現場からひとこと

　社員一人一人が、自分たちのことだけではなく、未来の子供達の為に何が出来
るのかを考え、コミュニケーションを深め、小さな事でもいいから実行するよう
に日々訓練をしています。

わが社の一押し

　２００７年よりエコアクション２１及び環境GSへの取組みを開始いたしまし
た。投入資材や投入エネルギーのインプットからCO2排出量等のアウトプットま
で、事業活動におけるマテリアルバランスを正確に把握し、具体的な数値目標を
設定、環境負荷低減への取組みを行っております。CO2排出量で前年比２％削減
いたしました。また、当社の環境活動は年1回環境レポートを作成し外部へ公開し
ております。当社ホームページでもご覧いただけます。

現場からひとこと

　企業にとって環境への取り組みは＝（イコール）事業活動における無駄をなく
す取組みでもあります。原材料の高騰、景気後退など、悪化する経営環境を乗り
切る為にも重要な取組みであると考えております。

わが社の一押し

　日立グループは、地球環境を保全し持続可能な社会を実現するために、2025年
度時点で、1億トンのCO2排出量を抑制することをめざす長期ビジョン計画｢環境
ビジョン2025｣を2007年12月に発表しました。
　オートモティブシステムグループも自主技術・自主製品の開発やモノづくりを
通じ、特に環境に配慮すべく、環境適合製品の拡大に取り組んでいます。
　群馬事業所では、2004年度から地域環境への貢献活動として、毎年多くの参加
者により｢利根川クリーン大作戦｣(河川敷清掃)を実施しています。

現場からひとこと

　私たちは、日立グループの一員として省エネルギー・廃棄物削減・環境適合製
品の各推進組織を通じ、CO2排出量の抑制、廃棄物のリサイクル化、地球環境に
やさしい製品づくりを進めています。

認定番号　　１９０３４９
住　　所　　伊勢崎市連取町７０５
電話番号　　０２７０－２４－５６７８
従業員数　　２１人
事業内容　　環境機器の開発製造 他
代 表 者　　中島　朗
ＧＳマネージャー　中島　朗
サブマネージャー　広井三智男、川島静江

認定番号　　１９０３５１
住　　所　　渋川市伊香保町伊香保396-20
電話番号　　０２７９－７２－３８８０
従業員数　　１４４人
事業内容　　旅館業
代 表 者　　斎藤淑子
ＧＳマネージャー　村木直代
サブマネージャー　青木久幸、田中慎一郎

認定番号　　１９０３６４
住　　所　　高崎市倉賀野町２９８７
電話番号　　０２７－３２０－２８８０
従業員数　　１８人
事業内容　　金属プレス加工
代 表 者　　清水紀幸
ＧＳマネージャー　清水紀幸
サブマネージャー　清水智子

認定番号　　１９０３６２
住　　所　　伊勢崎市八斗島町１３９４－１
電話番号　　０２７０－３１－０１２３
従業員数　　３２人
事業内容　　運送事業・倉庫業
代 表 者　　境野泰照
ＧＳマネージャー　渡辺博信
サブマネージャー　井上栄子

認定番号　　１９０３５２
住　　所　　高崎市沖町３６８－１
電話番号　　０２７－３４３－１２１１
従業員数　　５１人
事業内容　　機械器具製造業
代 表 者　　林　進
ＧＳマネージャー　中野一海
サブマネージャー　林　司

認定番号　　１９０３６８
住　　所　　伊勢崎市粕川町１６７１－１
電話番号　　０２７０－２６－７１９０
従業員数　　１１００人
事業内容　　輸送用機器製造
群馬事業所長　　　下村裕治 
ＧＳマネージャー　有田秀顕
サブマネージャー　山口浩司、星野勝宏

（株）中島自動車電装 （株）泰 通

（株）天 坊 （株）シミズプレス

（株）林製作所　　 （株）日立製作所 ｵｰﾄﾓﾃｨﾌﾞｼｽﾃﾑｸﾞﾙｰﾌﾟ 群馬事業所

ＧＳ事業者の横顔
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１．取り組みのルールを決めて掲示をする！
「全社で二酸化炭素排出量を減らそう！」、「電力使用量を削減しよう！」などといっ

たスローガンは非常に重要であると思います。しかし、スローガンを唱えているだけ

では、従業員一人ひとりがどんな取り組みを具体的にしたら良いか判りません。二酸

化炭素排出の原因となっているものとして、電力使用があるならば、それを削減する

ための具体的な取り組みが必要です。例えば、空調温度を適正な設定で使用すること

は有効な取り組みですが、その際に適正な設定温度を決め、また、決めたことを共通

のルールとして周知します。周知の方法もさまざまですが、「文書化」して表示するこ

とは有効な手段です。「ルールの文書化」といっても複雑にしてはいけません。一目

で誰にでも判るような表示がよいでしょう。

　その他にも、照明器具の消灯、エコドライブの注意点などある一定のルールを明

確にして、共通認識を持つことが重要だと思います。ルール化したものは、可能な限

り「文書化」し掲示するなどをして周知することで従業員の意識の中にその重要性を刷り込むことができると考

えます。

※　写真は、私が属する組織の掲示事例です。ルールの中に管理責任者を決めて実行することは大きな効果を

　　　示します。ちなみに私は、空調管理と照明の管理責任者です。

２．取り組んだ結果の「集計」、「記録」を開示（掲示）する！
ダイエットの手法として「自分の体重を毎日計

測し記録するだけで痩せていく」という方法を皆

さんも聞いたことがあるかと思います。この場合

は、体重を計測し記録するということで、潜在的

な意識で食事制限を自然にしているという効果の

現れです。

私の属する組織でも、電力使用量の削減に取り

組むにあたり、毎月の電力使用量を記録し、それ

をグラフ化して経過を見ることを継続してみまし

たが、大きな改善（設備導入など）をしなくとも

自然に電力使用量が少なくなって行くという経験

をしました（図に示します）。また、いくつかの

事業者を訪問させていただいた中でも同様な結果

をみることが出来ました。

これは、ダイエット作戦の例と同様な効果であ

ると私は考えておりますが、取り組んだことの結果を監視することによって、効果の確認と次の手段を考える機

会になっているものと思います。また、取り組んだ結果を開示（掲示）して全従業員が共通の認識を持てること

が相乗的な効果に繋がっていくのだと理解しています。

以上、「ルールの文書化」と「データの集計・記録」の掲示といった簡単な取り組みを紹介しました。費用はほ

ぼゼロです。当たり前のことといえばそうですが、こういった些細なことが大きな成果に繋がる事例もあること

を今回はお伝えしました。

今回は、
清水　敬祐さん
からのアドバイスです。

（財）群馬県産業支援機構からのお知らせ
平成 20 年度　緊急支援

地域力連携拠点事業（群馬県事業継承支援センター）

◇原油高のため省エネルギー方策のアドバイスを受けたい
◇原油・資材高騰対策のためコスト削減に取り組みたい
◇資材高騰対策のため省資源対策を考えている
◇原油・資材高騰に対応するため経営革新に取り組みたい
◇原油高に対応した製品開発や生産方式等の取り組みを加速したい…など

◇事業承継の計画を考えている。
◇地域資源を活用した事業を考えている
◇農商工等連携による事業を考えている
◇事業計画、販路開拓などに関するアドバイスが欲しい

（財）群馬県産業支援機構では、原油・資材高騰対策支援事業の一つとして、専門家派遣事業を実施します。
お気軽に経営総合相談窓口にご相談下さい。

環境GS
推進員ワ ン ポ イ ン ト

ア ド バ イ ス
削減目標を全従業員が共有して、全社で取り組むことが重要です。

「取り組みのルール」や「取り組みの成果」の「見える化」が効果を上げます。

ONE POINT 
ADVISE 原油・資材高騰対策のための　専門家を派遣します

例　え　ば

例　え　ば

支援対象企業

派 遣 回 数

費 用

群馬県内に事業所があり、原油・資材高騰に悩む中小企業者等

（相談内容に基づき、訪問調査・審査を行い、派遣を決定します）

　応援コーディネーターや支援専門員が小規模企業者等を訪問し、貴社の強みと課題を探し一緒に解決の方法を
探します。課題解決に向けたアドバイスはもちろんのこと、専門家の派遣、国・県の施策の活用方法や地域資源
を活用した新事業・新サービスの事業計画に関するアドバイスも行います。

支援内容に応じて決定します。

派遣に要する費用（専門家への謝金※+旅費）の1/2を負担していただき、残りの1/2は当機構で負

担します。　　　※謝金：1回あたり45,000円

あなたの経営課題解決のお手伝いをします！

お問い合わせ先　　(財)群馬県産業支援機構　前橋市大渡町1-10-7　公社総合ビル2階
　　★原油・資源高騰対策 ⇨ 経営総合相談窓口　　　　　　 ☎０２７－２５５－６６３１/６６３２
　　★地域力連携拠点　　 ⇨ 企業支援グループ内（奈良・鈴木・金田）☎０２７－２５５－６５０３

事業承継に課題のある小規模企業者等と開業・創業希望者等との交流会や具体的な事業承継についてマッチング会やセ

ミナー・講習会を開催します。

○群馬県内の拠点との連携

　群馬県商工会連合会、高崎商工会議所、太田商工会議所、群馬県中小企業団体中央会、特定非営利活動法人北関東産

官学研究会の各拠点と連携を図り支援します。

○支援機関連携

　県内支援機関や金融機関とともに、施策のＰＲや課題のある企業の掘り起こし等について連携を図ります。

などの課題について、当機構の登録専門家や中小企業基盤整備機構の専門員、企業のＯＢ人材等を派遣し、解決に向け

た支援をします。

経営力の向上を図るには？ 創業・再チャレンジするには？ 事業承継の方法は？ など・・・

「何が課題なのか？」「何から始めればいいのか？」を一緒になって考えます。

そ　　　の　　　他

関係機関と連携を図り、総合的な支援を行います

専門家を派遣します

ご相談に対応します
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の箇所に毎月データを入力電力使用量  実績データ



群馬県環境政策課	 　〒371−8570　前橋市大手町1−1−1
TEL：027 − 226 − 2817	　FAX：027 − 243 − 7702
群馬県産業支援機構	 　〒371−0854　前橋市大渡町1−10−7
TEL：027 − 255 − 6561	　FAX：027 − 255 − 6161

編集・発行

印刷　朝日印刷工業株式会社
環境に優しい「大豆油インク」を使用しています

群馬県からの
お  知  ら  せ

エコドライブについての理解を深めるとともに、より効果的に実践していただくためセミナーを
開催します。

自動車評論家の舘内　端先生の基調講演、ＪＡＦ講師による上手なエコドライブ実践術の解説の
ほか、「エコドライブコンテスト」で県内から全国入賞を果たした企業による、「エコドライブ活動優
良事例」の発表も予定しております。

また、参加者には「誰でもできるエコ運転術ガイドブック」及び、「平成２０年度エコドライブコ
ンテスト事例集」をプレゼントいたします。

参加無料、３００名の先着順ですので、お早めにお申し込み下さい。
日　　時：平成２１年１月２０日（火）午後１時～３時５５分
場　　所：群馬会館ホール（前橋市大手町二丁目１－１，℡027-226-4850）
申込方法：電話、ＦＡＸ、電子メール（kanseisaku@pref.gunma.jp）
　　　　　法人名、氏名、電話番号をお知らせ下さい。
申 込 先：群馬県庁環境政策課地球環境係（最下段「編集・発行」欄をご覧下さい）

「エコドライブセミナー」参加者募集のお知らせ

１　基調講演                                              

　　「自動車は地球を救えるか！温暖化・石油枯渇に立ち向かう次世代車のゆくえ」

２　「誰でもできる　エコ運転術」                           

３　「平成２０年度エコドライブコンテスト」の概要          

４　全国入賞事業者によるエコドライブ活動の紹介                 

　　　 ㈱マエトラ　本社営業所                             

　　 　㈱アドバンティク・レヒュース       

講師プロフィール

舘内　端（たてうちただし）氏

1972年、	日本大学理工学部機械工学科卒業。レーシングカーの　　		
	 設計を手がける。
1977年、	日本F1 グランプリレースにエンジニアとして参戦。
	 自動車評論に取組み、NAVI、JAF MATE、週間SPA!等の雑誌原稿執
	 筆や、講演会、行政機関委員等幅広く活躍。
1994年	 日本EV クラブを設立。EV を中心に市民の立場から低公害車の普及
	 を図る。
　エコドライブ活動については、年間数多くの講演を通して、全国的な普及に力を入れている。

セミナー内容


